A study on acid accumulation during dry methane fermentation of rice straw by Zhao Rui
A study on acid accumulation during dry
methane fermentation of rice straw
著者 Zhao Rui
内容記述 Thesis (Doctor of Environmental
Studies)--University of Tsukuba, (A), no.
5414, 2010.3.25





論 文 の 内 容 の 要 旨
　廃棄物バイオマスは豊富に存在する農村部にとって、メタン発酵技術は、廃棄物処理方法および再生エネ
ルギー生産技術として使用されている。これらの廃棄物を固体メタン発酵するときに大きな問題が2つある。















　VFAの発酵における温度と初期の pH値が VFAの生成に与える影響について検討したところ、初期の pH
値の上昇に伴い VFAの濃度は増加したが、温度の上昇に伴い減少したことが分かった。また、温度が上昇
するとプロピオン酸の生成量が減少したことと、初期の pH値が上がると酢酸の量が増加したことが示唆さ
れた。結果として VFA蓄積のための最適条件は、35℃と pH値 8として確立した。確立した VFA発酵条件
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度 9,430 ppm、プロピオン酸濃度 1,270 ppm、TVFA濃度 11,450 ppmのろ過液を得た。上記のろ過液を用いて、
個液比率、反応時間は 1:20（w/v）、2時間の時に、稲わらの重量損失は 10.7％であった。1 gの稲わら、400 
gの余剰汚泥、TS 1％の 30 日間メタン発酵を行ったところ、市販の酸で処理した 1 gの稲藁のメタン生成量






















リグニン除去率、糖化率はそれぞれ 34.19％、21.15％であった。さらに 8日間の VFA発酵を行った残渣を水
で 1時間浸漬し、残渣をろ過した後、200 ml、酢酸濃度 9,430 ppm、プロピオン酸濃度 1,270 ppm、TVFA濃
度11,450 ppm のろ過液を得た。上記のろ過液を用いて、上記で得られた最適前処理条件で稲わらを処理した。
その時の稲わらの重量損失は 10.7％であった。さらに lgの稲わら、400 g の余剰汚泥、TS 1％の 30 日間メ
タン発酵を行ったところ、市販の酸で処理した 1 gの稲藁のメタン生成量 213 mlは未処理 1 g稲藁の生成量
54 ml より 4倍ほど増加し、実際の VFA発酵で得られた浸漬液で前処理した 1 gの稲わらのメタン生成量は
584
154 mlで、未処理稲藁の生成量 73 ml より二倍ほど増加した。よって、実際の VFA発酵で得られた浸漬液
で処理した稲藁の生分解性が向上され、メタンの生成量は未処理のものより大幅向上したことが認められた。
　本研究は従来のメタン発酵システムにおける発酵を妨げる要素を低減させる研究に取り組んだもので、高
窒素含有の余剰汚泥と稲わらの混合物の揮発性 VFA発酵より得られた低濃度の VFA液を用いて稲わらの前
処理を行い、稲わらのリグニンおよびヘミセルロースを有効に除去した。前処理した稲わらのメタン発酵効
率及び稲藁の糖化率が大幅に向上され、成功したことが高く評価できる。
　よって、著者は博士（環境学）の学位を受けるに十分な資格を肴するものと認める。
